
１ 事業の目的・必要性

「消防団の力向上モデル事業」事業紹介
消防団名事業名

２ 事業内容

４ 目標達成状況

指標 単位 当初目標 実績値 備考

運用方法
検討会議 回数 ３回 ３回

訓練内容、実施計
画の検討回数

資格
取得者数 人数 ６名 ６名

新規資格取得者
数

現場
想定訓練 回数 ５回 ７回

部隊訓練５回、署
団合同訓練２回

ドローン
配置台数 台 ７台 １０台

団本部２台
各方面隊２台配備

３ 事業成果

５ その他参考情報

自治体名 福岡県大牟田市 大牟田市消防団災害に係る情報収集能力向上事業

災害時における消防団の情報収集能力向上のため、ドローン
導入及び資格取得を行う。これにより、様々な災害現場において
活動困難地域での情報収集や、地域住民の安全確保を実施。

また収集した情報を消防本部や災害対策本部と共有することで、
今後の災害対応計画に活用する。 市内全体の被災状況の早期
把握が可能となリ迫る危険を事前に排除することができる。

消防団ドローン導入による組織強化事業

ドローン導入により災害情報収集力を強化し、災害時における
避難誘導や災害対策本部における救助活動等に活用する。また
地域での防災訓練などに参加し、訓練風景などを情報共有しな
がら地域における防災意識向上の啓発にも活用する。

・ドローン１０機導入、無人航空機操縦技能者６名養成。
・既存の操縦技能者２名資格取得者６名の計８名体制で
「ドローン機動部隊」を発足。
・部隊での合同訓練５回、個別訓練延べ３０回、
署団合同訓練２回を実施。
・訓練で撮影した動画を分団長会議等において共有。
・令和６年１月に飲食店街で３棟を焼損する火災が発生。ド
ローン機動部隊において延焼状況や残火の確認を行い、
消防本部と情報を共有。

テレビ、新聞、ラジオにてドローン機動部隊の広報実施

【ドローン技能者講習】 【ドローン機動部隊発足式】


